
令和３年度７月（第４回）雲仙市教育委員会定例会会議録 

 

期   日   令和３年７月２９日（木）午後１時３０分から午後３時７分 

場   所   雲仙市千々石庁舎３階 大会議室 

出 席 者   ・下田和章教育長 ・前田眞一教育長職務代理者  

・仁禮智加子委員 ・駒田義弘委員  

        ・事務局  冨永教育次長、小松参事監兼総務課長、草野学校教育課長 

堀田生涯学習課長、加藤スポーツ振興課長 

総務課 森田参事補（書記） 

 

 

欠 席 者   森下祐樹委員 

 

会議日程 

 

第１  前回会議録の件 

 

第２  報告事項 

（１） 教育長の報告 

（２） 各課の事業等の取り組み状況及び計画 

（３） 各課からの報告 

 

 

第３ 付議事項 

 議案第５号 令和２年度事業分に関する「教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況に係る点検・評価に関する報告書」の作成について 

 

第４ その他 

 令和３年度第１回総合教育会議の協議テーマについて 

次回雲仙市教育委員会定例会の招集日程について 

 

 



教育長が令和３年度７月（第４回）雲仙市教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

日程第１ 前回会議録承認の件 

「前回会議録承認の件」を議題とし、令和３年度第３回定例会会議録署名委員に前田委員

及び駒田委員を指名する。 

 

事務局 

・会議録を読み上げ提案する。 

 

委員 

・体育施設の説明の中で小浜とあったが、小浜のどこか。 

 

事務局 

・小浜町のふれあいの村グラウンドのこと。前回の会議の中で委員から指摘があった件に

ついて確認したところ、吾妻のサンスポーツランドのテニスコートで仲間が借用の手続

きに行っている段階でもう既に使用していた事例を確認した。その中に市の職員が含ま

れていたため所属長に指導を依頼した。 

たばこの吸い殻については、申請を行う際に注意を行っているが、7 月１6 日開催のスポ

ーツ協会代議員会でも周知徹底をお願いした。 

時計の不具合については、直ちに現地に出向き調整した。不具合の原因は、雷による停

電ではないかということだった。照明の鍵が誰でも開けられる様な状態になっていると

いう点については、以前はカード式であったが現在は手動で行っている状態となってい

る。改修には多額の費用を要するため、現在はこのような状況で運営を進めたいと思っ

ている。カードは、現在作っていないということだった。 

 

 

日程第２ 報告事項 

（１）教育長報告 

・教育長が月例報告について資料により説明・報告を行う。 

 

教育長 

・他に意見、質問がないことを確認する。 

 

 

（２）各課の事業等の取組状況及び計画 

 

事務局 

・資料により各課別に説明する。 

 

委員 

・奨学金の申請があった 14 件のうち 10 件承認で 4 件不承認とある。例年不承認はどの程

度あるのか。今回コロナの影響で収入が落ちてる家庭がたくさんあると思うが、収入の



数字だけで判断していては、子供たちの夢が絶たれるということはないのか。 

大学生に聞いても、アルバイト先がない、生活費が苦しいというところがあると思う。 

あと、親の介護などの負担も有るからその子たちを救ってあげる方法は何か無いのかと

思った。 

 

事務局 

・これまで不採択となったケースはあまりなく、平成 19 年度に 2 件不採択となったのみ。 

今回不採択となった 4 件について具体的な説明は控えるが、 所得の制限については、県

の育英会の基準により判断している近隣市に比べて少し緩くしている。県の育英会で認

められない人の受け皿となるようにという考えがある。 

県の育英会の基準については、収入のほか、例えば兄弟が私立の大学生で自宅外から通

学していたらいくら、高校生ならいくらといった控除額がそれぞれ決めてあり、障害者

などの家族の状況によって別に控除額が決められており、収入からそれらを差引いた額

を基準額と比較して判断されている。 

また、貸付申込書には貸付け希望理由を具体的に記入してもらうようにしており、数字

だけでわからない面についてはそこに記入してもらって、審議会の中でその内容につい

ても説明し、収入以外の面についても配慮するようしている。 

 

委員 

・小浜中学校の外灯撤去とあるが、新設ではなく撤去のみというのは珍しくないか。 

 

事務局 

・橋の下を通学路が通っている場所があって、橋のところから下の通学路を照らしていた

外灯の照明器具が、支柱からはずれて電線だけでぶら下がっている状況となり、そのま

までは下の通学路に落下する恐れがあることから撤去することにした。下の通学路には

すでに別の外灯が付いているので学校と話し合った結果、新しい外灯は不要ということ

になった。 

 

 

（３） 各課からの報告 

 

・教育次長から雲仙市の 12 歳から 15 歳のコロナワクチンの接種の状況について説明 

 

委員 

・感染は大体、大人が持ち込むことがほとんどなので、先に大人を済ませてから、できる

ところは、12 歳からでも一緒にやったほうがより効果あるんだろうなと思っていた。 

ただ、子供の事については、安全性とかそういった情報やデータ的なものが少ないので 

その点の不安は、どうしても出てくると思うが、教育委員会とか学校に保護者から、お

尋ねがあったりとかないか。 

 

事務局 

・現時点で、教育委員会にそういった相談などはあっていない。児童生徒へのワクチン接



種については、ちょうど別の会議にすべての校長が集まっている日に情報が入って来た

ので、その場で校長に説明を行い、もし、学校に保護者からお問合せがあったときには

健康づくり課に直接尋ねるようお願いしていたので、そちらのほうに直接行っていると

思っている。 

 

教育長 

・島原市が先に新聞報道された時には、インターネットのヤフーニュースなどにいろいろ

と書き込みがされたようだ。雲仙市の記事については、4 件ぐらいの書き込みがあったが、

反対は 2 件ぐらい、したほうがいいというのが 2 件くらいで、とらえ方がいろいろある

と思った。副反応はどんなものが起きるか大人も全然わからない状況なので、子どもに

はという不安もあると思うので、市としては接種できる条件を整え、判断は保護者と本

人に任せるということでいきたいという考えなのだと思う。 

 

 

・学校教育課より、市の中総体陸上大会を公認の大会にという要望があった点と県の学力

調査の結果について説明 

 

 

委員 

・学校によって平均点に差があるが、採点は学校で行っているのか。 

 

事務局 

・学校で採点し、データを県に提出している。 

 

委員 

・平均点が高い学校の高得点の理由とか、いろんな課題等があれば、そういうことを広め

ていけたらなと思う。 

 

事務局 

・なかなか統一したものがなくて、ある学校は思考力、表現力が課題だけども、ある学校

は知識的なところが課題だという状況で、なかなか一定の傾向として全体があるわけで

はないので、こういう指導法が良かったという分析は出来ていない。 

今後、学校訪問等を通して点数と授業の状況を見ながら、原因となる所を突き詰めて行

けたらと思うし、わかったらそれを広げていきたいと思っている。 

 

委員 

・去年は、学級の雰囲気がいいという話があった。 

 

教育長 

・平均点に差があるのは、何か原因があるんだろうと思うが、次の年はどうかというとま

た状況が変わってくる。その学年の集団だけいいというのではなく、何年も安定して平

均点が高い学校というのが学校全体の指導が成績につながっているということになるの



だが。 

 

委員 

・採点要領は出ているのか。 

 

事務局 

・要領は出ていて、これに沿って採点している。 

 

委員 

・平均より低い状態が続いている学校もあるのか。 

 

事務局 

・昨年から引き続き低いという学校はあるが、その前には平均より高かった年もあって安

定して低いということではない。ただし、上がり下がりはあるにしても、この点につい

ては課題ということで、少し学校と確認をしながら進めていきたいと思う。 

 

教育長 

・この学力調査は、小 5 と中 2 が対象となるが、全国学力調査の結果については、今後、8

月の終わり位をめどに国のほうからお知らせがあるので、改めて委員にお知らせしたい。 

 

 

日程第３ 付議事項 

１、議案第５号 令和２年度事業分に関する「教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況に係る点検・評価に関する報告書」の作成について 

 

事務局 

・資料により説明 

 

委員 

・委員の年齢を再度確認して欲しい。 

 

事務局 

・基準日の令和 3 年 4 月 1 日現在で再度確認する。 

 

委員 

・委員が雲仙市の駅伝大会に出席となっているが、そちらは出席を見合わせて、県の駅伝

大会に出席した。11 月と 12 月の学校の研究発表会も出席見合わせとなったと思う。 

 

事務局 

・もう一度、精査したい。 

 

 



委員 

・数値目標と結果の数値を比較した場合、届かなかったものはそれを受け止めるしかない

が、その過程の取組については大事にしていきたいなと思った。 

あと 2 点、表記の問題で 17 ページの 1 番下の行に「学校や関係機関との連携し」とある

が「学校や関係機関と連携し」とすべきでは。それから 23 ページに「障害を持たれた方

への」という表現があるが、障害が有ると言う方が良いのか、持つと言う方が良いのか、

意味はどちらも同じだろうが、どちらが良いのか。 

 

教育長 

・「障害がある」という言い方に訂正して欲しい。 

10 ページの瑞穂町公民館を令和 3 年 9 月のオープンに、「に」が二つ重なっているところ

を修正して欲しい。 

 

事務局 

・修正する。 

 

教育長 

・今回のこの点検評価については、この目標となる第 1 期雲仙市教育振興基本計画は今年

度で終わりとなり、令和 3 年度の点検評価からは第 2 期の教育振興基本計画をもとに行

うことになる。 

それでは、点検評価については、指摘された点を訂正し、議会に報告したい。 

 

 

日程第４ その他 

 

１、令和３年度第１回総合教育会議の協議テーマについて 

 

事務局 

・資料により説明 

 

教育長 

・どんな意見が出てくるかわからないが、雲仙市として子どもたちの育ちをどう支えてい

くのか、そのためにはこんな改善が必要だとか、こんな課題があるとか、ここに力を入

れる必要があるとか、そういう視点で話をしてもらえたらと思う。 

今回、話が出来なかった部分については、第 2 回の会議で協議をしていくというような

形を考えている。 

 

 

２、次回、雲仙市教育委員会定例会の招集日程について、令和 3 年 8 月 20 日（金）午後 2

時から瑞穂町公民館集会室で開催することを確認する。 

 

 



教育長 

・ほかに意見、質問、報告等がないことを確認し、令和３年度７月（第４回）雲仙市教育

委員会定例会の閉会を宣言する。 

 


